
　
今
回
は
、
経
営
者
と
「
趣

味
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
社
長

経
験
か
ら
言
い
ま
す
と
、
経

営
者
で
あ
る
以
上
、
趣
味
が

多
彩
で
あ
っ
た
方
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
経
営
者
同
士

や
客
先
な
ど
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
よ
う
と
し

た
ら
、
必
ず
仕
事
以
外
の
話

題
に
な
り
ま
す
。
共
通
の
趣

味
が
見
つ
か
れ
ば
話
は
弾
み

ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

や
が
て
信
頼
関
係
へ
と
発
展

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
忙
中
閑
有
（
ぼ
う
ち
ゅ

う
か
ん
あ
り
）
」
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

多
忙
を
極
め
る
中
に
も
わ
ず

か
な
暇
は
あ
る
も
の
だ
、
と

い
う
意
味
合
い
で
す
。
仕
事

に
没
頭
す
る
中
で
も
趣
味
に

時
間
を
使
う
こ
と
は
人
脈
作

り
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
私
の
場
合
、
昔
か
ら
飛
行

機
が
好
き
で
し
た
。
以
前
、

取
引
先
の
大
企
業
の
資
材
担

当
者
に
同
じ
飛
行
機
好
き
な

人
が
い
ま
し
て
、
互
い
に
時

間
を
忘
れ
て
話
に
夢
中
に
な

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
人
は
や
が
て
出
世
し
、
今

は
あ
る
大
学
の
学
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
無
論
、
今
で
も

付
き
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ

ビ
ン
グ
も
や
り
ま
し
た
。
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
れ
ば
気
軽
に

楽
し
め
ま
す
が
、
以
前
、
当

社
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
機
器
メ
ー
カ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
を
受
注
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
機
器

の
使
い
方
を
知
っ
て
い
た
た

め
、
発
注
元
か
ら
安
心
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
私
は

演
劇
や
相
撲
、
落
語
、講
談
、

浪
曲
、
美
術
館
な
ど
も
好
き

で
す
。
趣
味
の
幅
を
広
げ
れ

ば
、
人
生
が
豊
か
に
な
り
、

人
脈
は
必
ず
広
が
り
ま
す
。

　
よ
く
「
趣
味
の
た
め
に
生

き
て
い
る
」
と
、
仕
事
も
中

途
半
端
に
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
人
も
い
ま
す
が
、
経
営

者
は
違
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
趣
味
を
楽
し
む
か
ら

こ
そ
、
有
意
義
に
な
り
、
趣

味
で
の
経
験
が
仕
事
に
も
生

き
て
く
る
の
で
す
。
趣
味
も

大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ

さ

い
。

　
（
公
認
心
理
師
・
松
岡
康

彦
）

　
総
会
で
は
21
年
度
活
動
報

告
・
収
支
決
算
、
22
年
度
役

員
体
制
・
事
業
計
画
・
収
支

予
算
に
つ
い
て
審
議
。
す
べ

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ

た
。

　
吉
田
会
長
は
「
私
が
会
長

に
就
任
し
て
以
降
、
初
め
て

総
会
を
会
場
で
開
催
で
き
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
感
染
症
対
策
に
は
配
慮
し

つ
つ
、
会
員
同
士
交
流
で
き

る
機
会
を
作
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
会
員

企
業
が
経
営
環
境
の
大
き
な

変
化
を
乗
り
越
え
、
新
し
い

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
助
け
に

な
る
例
会
を
開
催
し
て
参
り

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
い

た
。

　
第
１
回
例
会
で
は
「
脱
炭

素
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
評

論
家
の
進
藤
勇
治
氏
を
講
師

に
招
き
講
演
会
を
開
催
し

た
。

　
進
藤
氏
は
「
脱
炭
素
・
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
に

つ
い
て
、
日
本
の
成
長
戦
略

を
は
じ
め
、
中
小
製
造
業
へ

の
影
響
と
対
応
策
、
成
長
産

業
と
近
未
来
技
術
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
『
脱
炭

素
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
』
の
最
新
状
況
を
把
握
で

き
た
。
今
後
の
自
社
の
取
り

組
み
に
参
考
に
な
る
内
容
だ

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
工
業
部
会
は
６
月
30
日
、

市
立
産
業
会
館
で
の
リ
ア
ル

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

た
経
営
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
「
１
・
５
万
人
の
フ
ォ

ロ
ワ
ー
を
持
つ
町
工
場
が
話

す
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
企

業
戦
略
と
は
？
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
こ
と
で
広
が
る
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」と
題
し
、

コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業
（
南
区

大
野
台
）
の
小
林
昌
純
社
長

＝
写
真
＝
と
、同
社
の
広
報
・

Ｐ
Ｒ
担
当
の
三
宅
氏
が
講
師

を
務
め
た
。

　
工
業
部
会
会
員
な
ど
36
名

が
参
加
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま

ず
、
小
林
社
長
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
導

入
の
目
的
や
、
導
入
に
あ
た

っ
て
の
社
内
で
の
体
制
づ
く

り
、
こ
れ
ま
で
の
導
入
成
果

や
今
後
目
指
す
こ
と
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
宅
氏
が
実
際

の
運
用
に
関
わ
る
具
体
的
な

ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
時
間
で
は
会

場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
問
わ
ず

非
常
に
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
自
社
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
横
浜

支
店
が
ま
と
め
た
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
県

内
企
業
へ
の
影
響
調
査
に
よ

る
と
、
全
体
の
約
半
数

弱

（
47
・
3
％
）
が
、
原
材
料

や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
仕
入

れ
数
量
の
確
保
面
で
「
影
響

を
受
け
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。
価
格
高
騰
面
で
も
「
影

響
を
受
け
て
い
る
」
と
す
る

企
業
が
半
数
超
（
60
・
１
％
）

だ
っ
た
。
　
業
種
別
で
は「
建

設
」「
製
造
」
「
卸
売
」
で
、

仕
入
れ
数
量
の
確
保
と
価
格

高
騰
の
両
面
で
「
影
響
を
受

け
て
い
る
」
と
す
る
企
業
の

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
の
影
響
を
受
け
、

実
施
し
て
い
る
対
策
に
つ
い

て
も
聞
い
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
「
原
材
料
や
商
品
価
格

上
昇
分
の
販
売
価
格
へ
の
転

嫁
」
が
47
・
9
％
で
ト
ッ
プ
。

次
い
で
、
「
調
達
先
の
変
更

（
国
内
）
」
（
21
・
9
％
）
、

「
数
量
確
保
で
き
な
い
分
の

価
格
の
上
乗
せ
」
（
18
・
9

％
）
と
な
っ
て
い
た
。

　
（
か
な
が
わ
経
済
新
聞
）

経
営
者
と

　
「
趣
味
」
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２年ぶり、総会リアル開催

第
１
回
例
会
も
同
時
開
催

「
脱
炭
素
」
テ
ー
マ
に
講
演
会

挨拶する吉田会長

講演する進藤氏

町工場のSNS活用は？

コバヤシ精密の事例解説

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

県
内
の
６
割
影
響

帝
国
デ
ー
タ
調
査
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近
未
来
技
術
研
究
会
（
吉
田
英
訓
会
長
＝
ミ
ヨ
シ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
）
は
６
月
29
日
、

中
国
名
菜
敦
煌
で
「
第
23
回
通
常
総
会
」
と
「
２
０
２

２
年
度
第
１
回
例
会
」
を
開
催
し
た
。
リ
ア
ル
開
催
は

２
年
ぶ
り
。
当
日
は
会
員
28
人
が
参
加
し
た
。
　


